
自衛隊神奈川地方協力本部

「横浜薬科大学 WEB 合同企業説明会」で薬剤官がＺＯＯＭで説明

きっかけは海外発メール！空女自衛官候補生入隊秘話
最
初
の
出
会
い
は
、
令
和
５
年
２
月
に
市
ヶ
尾
募
集
事
務
所
に
届
い
た
『
初
め
ま
し
て
。
私
は
現
在
カ
ナ
ダ

渡
戸
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
の
交
流
の
お
か
げ
で
安
樂
広
報
官

た
渡
戸
美
和(

わ
た
ん
ど　

み
わ)

さ
ん
を
紹
介
し
た
い
。

り
ま
す
』
と
い
う
渡
戸
さ
ん
か
ら
の1

通
の
メ
ー
ル
だ
っ
た
。

添
っ
た
結
果
が
実
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

員
の
二
人
の
女
性
隊
員
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
令
和
６
年
３
月
２
８
日
（
木
）
に
航
空
自
衛
隊
自
衛
官
に
入
隊
し

さ
ん
の
質
問
へ
の
ご
回
答
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
で
も
た
ま
に
メ
ー
ル
を
見
返
し
、
試
験
へ

に
住
ん
で
お
り
、
今
年
の
夏
に
帰
国
予
定
で
す
。
来
年
の
４
月
に
自
衛
官
候
補
生
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

令
和
５
年
８
月
の
帰
国
直
後
に
は
、『
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
無
事
に
昨
夜
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。
今

間
が
迫
る
と
、
安
樂
広
報
官
と
高
橋
隊
員
に
「
自
分
を
追
い
込

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ
し
て
お
り
ま
す
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
ほ
ど
親
交
を
深
め
た
。

空
自
の
基
地
見
学
に
参
加
し
て
現
役
隊
員
と
交
流
し
た
り
、
試

す
か
」
と
別
れ
を
惜
し
ん
で
手
を
振
り
な
が
ら
旅
立
っ
た
。

そ
れ
以
降
、
約
８
千
ｋ
ｍ
離
れ
た
カ
ナ
ダ
と
の
間
で
メ
ー
ル
で
の
交
流
を
重
ね
、
本
人
か
ら
『
先
日
は
た
く

も
ら
っ
て
い
る
様
子
で
、
８
月
２
２
日
に
初
め
て
市
ヶ
尾
募
集

事
務
所
を
訪
問
し
て
く
れ
た
。

た
対
応
を
考
え
、
優
秀
な
人
材
確
保
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
』

月
中
に
是
非
、
市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
へ
伺
わ
せ
て
く
だ
さ
い
』
と
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
ご
家
族
に
も
応
援
し
て

や
高
橋
隊
員
と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
、

（
山
口
県
防
府
市
）
に
向
け
て
出
発
す
る
た
め
、
新
横
浜
駅
に

処
用
賀
支
処
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
薬
剤
官

上
大
岡
募
集
案
内
所
で
は
、「
今
後
も
学
校

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」、「
認
定
薬

年
３
月
９
日
（
土
）、
陸
上
自
衛
隊
関
東
補
給

横
浜
薬
科
大
学
（
横
浜
市
戸
塚
区
）
主
催
の
Ｗ

ー
ル
３
０
分
間
の
説
明
を
計
４
回
実
施
し
、
同

案
内
所
（
所
長　

荒
木
３
等
陸
佐
）
は
令
和
６

「
横
浜
薬
科
大
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
合
同
企
業
説
明
会
」

で
あ
る
石
原
駿
也
１
等
陸
尉
の
支
援
を
受
け
、

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
（
所
長　

細
田
２
等
空
尉
）
の
安
樂
広
報
官
と
髙
橋
隊

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集

活
用
し
た
、
約
５
０
の
病
院
や
官
公
庁
が
参
加

務
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

れ
ま
す
か
」
等
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を

と
の
連
携
を
深
め
、
多
く
の
学
生
や
教
職
員
に

剤
師
の
資
格
は
取
れ
ま
す
か
」
等
の
業
務
に
関

Ｅ
Ｂ
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し
た
。

岡
募
集
案
内
所
は
、
質
疑
応
答
を
含
め
て
１
ク

取
れ
ま
す
か
」、「
復
帰
後
に
は
元
の
配
置
に
戻

校
の
学
生
の
他
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
も

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、
当
日
、
上
大

石
原
１
尉
が
自
衛
隊
の
薬
剤
官
の
任
務
や
業

参
加
し
て
説
明
を
聞
い
て
く
れ
た
。

自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
し
て

る
と
、
参
加
し
た
学
生
か
ら
「
普
段
の
業
務
ス

は
一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
。

い
る
。

す
る
質
問
や
、「
産
休
や
育
休
は
ど
れ
く
ら
い

関
し
て
な
ど
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
石
原
１
尉

そらじょ

渡戸さん ( 左 ) と安樂広報官 ( 右 )

お母様が娘さんの出発を撮影 新幹線ホームでの見送り

験
対
策
を
頑
張
っ
た
り
し
て
見
事
試
験
に
合
格
し
た
。

晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
現
れ
た
渡
戸
さ
ん
は
、
新
幹
線
の
出
発
時

ん
で
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、「
ハ
グ
し
て
も
い
い
で

令
和
６
年
３
月
２
７
日
（
水
）、
着
隊
先
の
防
府
南
基
地

市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
は
「
一
年
以
上
に
わ
た
り
親
身
に
寄
り

と
し
て
い
る
。


